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２００９年台風９号により８月９日に
兵庫県佐用町で発生した豪雨の特徴
と洪水災害の概要
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Abstract

 A heavy rainstorm caused by stationary front accompanied by Typhoon No.９ attacked 
Nishi-Harima region of Hyogo Prefecture in August ９ , ２００９ . In Sayo town of Nishi-
Harima region, the daily precipitation and the maximum ３ hours precipitation (１８：３０-
２１：４０) recorded ３２６ .５mm and １８６ .５mm, respectively. In the Sayo River which flows 
Sayo town, the water overflowed its banks by the heavy rain and serious flood damage 
occurred. That damage resulted in １８ dead person, ２ missing person, ７５５ buildings 
destroyed, and ８０４ buildings flooded in Sayo town. The maximum flood depth 
exceeded ２２０cm between buildings at Kuzaki areas of Sayo town, which was the most 
serious flood damage since the akisame-front and Typhoon No.１７ in １９７６ .
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１．はじめに
　２００９年８月９日，熱帯低気圧から変わった台風
９号が日本の南海上をゆっくりと北上し，台風９
号から暖かく湿った空気が高気圧の西側周辺を回
り込んで西日本に流れ込み，兵庫県では大気の状
態が非常に不安定となった。このため，兵庫県の
南西部の西播磨地方に位置する佐用町や宍粟市で
は，記録的な集中豪雨を観測した（気象庁，２００９；
神戸海洋気象台，２００９）。これにより，二級河川
の千種川やその支流の佐用川，幕山川などでは，
堤防の決壊や越流による外水氾濫により大規模な
洪水災害が発生した（兵庫県，２００９）。本洪水に
より，佐用町では死者・行方不明者２０人，豊岡市・

朝来市で２人が死亡・行方不明者の甚大な被害が
生じた（内閣府，２００９；消防庁；２００９）。ここで
は，本豪雨の特徴と洪水災害の概要について報告
する。

２．洪水災害が発生した佐用町と千種川
の概要

　洪水災害が発生した兵庫県佐用郡佐用町の位置
と西播磨地方を流れる千種川と支流を図１に示し
た。豪雨災害が発生した佐用町は，兵庫県の南西
部の西播磨地方に位置し，面積３０７． ５１km２，人口
１９， ４７１人（２０１０年４月現在）の中国山地に囲まれ
た町である。２００５年１０月１日，佐用郡の佐用町・
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図１　兵庫県佐用町の位置と西播磨地方を流れる千種川と支流
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上月町・南光町・三日月町が合併し，新たに佐用
町として発足した。１９５０年には３８， ３５２人であった
人口も半減しており，過疎化・高齢化が急速に進
んでいる典型的な中山間地域である。
　中国山地の旧千種町を源流とし西播磨地方を流
れる二級水系の千種川は，流域面積７５４km２，本
川河川延長７２．２ kmで，南北に細長い典型的な羽
状流域を有し，志文川・佐用川・鞍居川・安室川・
矢野川・長谷川など，本流および６１支川・小支川
の流路延長は３０２kmにも及び，中小河川が合流
しながら蛇行して瀬戸内海へ流下し，沿川市町村
は７市８町にも達する。
　佐用町およびその被災地域を図２に示した。千種
川支川の佐用川は，佐用町の中心部を通り，佐用地
区で江川川と，上月地区で幕山川が合流し，久崎地
区で本流の千種川に合流している。佐用町佐用地区
の中心部から北部は，約８０００万年前頃の白亜紀末の
火山砕屑岩類で，主に流紋岩質溶結凝灰岩類から
なっている。佐用町佐用地区の中心部より南部は，
主に約２億数千万年前の古生代ペルム紀の超丹波帯
に属する頁岩や頁岩・砂岩互層からなり，さらに南
部には石炭紀の斑レイ岩が少量みられる。これら岩
石はきわめて硬く，河川の測方浸食に強いため，川
幅が狭く，佐用川沿いには平地部が極端に少ないの
が特徴である。本地域では沖積層は発達せず，平坦
部が少ないため，住居は川沿いに密集して立てられ

ている（田結庄，２００９）。このため，佐用町内での洪
水災害は佐用川およびその支流の流域，屈曲部，合
流地点での発生が顕著であった。

３．２００９年８月９日における豪雨の概要
　２００９年８月９日２１時の地上天気図（左）および
気象衛星「ひまわり」の赤外画像（右）を図３に
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図２　佐用町の被災地域（実線で囲んだ佐用地区
は図９，久崎地区は図１０に詳細図を示す）

図３　２００９年８月９日２１時の地上天気図（左）および気象衛星「ひまわり」の赤外画像（右）
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示した。三陸沖に中心があった太平洋高気圧の勢
力が弱く，太平洋における海面水温は平年より 
１～２ ℃ 高く，近畿地方には，日本の南海上にあ
る熱帯低気圧から変わった台風９号から湿った空
気が高気圧の周辺を回り込んで流れ込み，大気の
状態が非常に不安定で積乱雲が発達しやすい状況
となっていた。本豪雨と同様に，太平洋を台風が
北上し，刺激された前線により局地的な集中豪雨
をもたらす事例は近年でも幾度となく観測されて
おり，とくに２０００年の東海豪雨では最大２４時間降
水量が６０７mm（名古屋市緑区）に達し，西枇杷島
町や名古屋市西区・天白区などで大規模な洪水災害

に見舞われている（Yamamoto and Iwaya，２００２）。
　神戸海洋気象台は「大雨と落雷及び突風に関す
る兵庫県気象情報　第３号（８月９日１７時４５分）」
を発表し，「見出し」では，「播磨北西部，播磨南
西部では，　９日夜のはじめ頃にかけて非常に激し
い雨が降るおそれがあるため，土砂災害や浸水
害，河川の増水やはん濫に警戒して下さい。」と注
意を促し，　９日１８時から翌日１８時までに予想され
る１時間の最大降水量は多い所で５０mm（兵庫県
南部），２４時間降水量は１５０mmを予想していた
（神戸海洋気象台，２００９）。
　図４に示した２００９年８月９日１６時～２３時までの
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図 ４-１　２００９年８月９日１６時～１９時までのレーダー雨量図
　　　　　　　　　　　　　　  （図中の◎は佐用町の中心部の位置）



自然災害科学 J. JSNDS 30 - 4（2012）

レーダー雨量図では，佐用町の中心部（図中の◎）
においては１６時頃に降雨セルが通過して１８時前後
に雨が小康状態になったものの，１９時には次の降
雨セルが東進して大雨が降り始め，佐用アメダス
では２１時４０分までの１時間に８９．０ mm，　３時間降
水量１８６．５ mmの大雨を観測した。２０時～２３時の
降雨の状況をみると，佐用町より南側には強い降
水強度は認められず，佐用付近および北側一帯で
４０mm / h以上の降水強度が長時間にわたり観測さ
れている。
　兵庫県，岡山県，鳥取県および四国地方の気象
庁アメダスで観測された２００９年８月９日の日降水

量（mm）の分布を図５に示した。兵庫県南部に
含まれる播磨地方の佐用町（佐用アメダス）では，
９日の日降水量３２６．５ mm（１９７６年の観測開始から
の史上１位を更新），一宮２０４．５ mmなど，播磨北
西部を中心に局地的な大雨となった。日降水量の
分布をみると，２５０mm以上の地域が千種川中流
の比較的狭い範囲で観測されており，きわめて局
地性を有する豪雨であった。兵庫県の他でも，四
国山地の南斜面，とくに徳島県西部と高知県東部
にまたがる山岳地帯，高知県南西部では同様な局
地的な集中豪雨に見舞われている。

４２５

図 ４-２　２００９年８月９日２０時～２３時までのレーダー雨量図
　　　　　　　　　　　　　　  （図中の◎は佐用町の中心部の位置）
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４．播磨地方における集中豪雨の概要
　播磨地方および洪水災害が顕著であった佐用町
における集中豪雨の特徴を見るため，佐用町およ
び周辺地域における２００９年８月９日１６時～２３時の
１時間降水量（mm）の分布図を，気象庁アメダ
スおよび兵庫県や国土交通省が所管する雨量計の
観測データを基にして図示したものが図６であ
る。１８時には瀬戸内海沿岸で弱い降雨域が認めら
れるに過ぎなかったが，１９時には佐用町の南西部
から上郡町・備前市の北部に７０mm / hを超える強

雨域が出現し，２０時には佐用町西部から美作市東
部に移動し，２１時には佐用町北部から宍粟市西部
へのさらに北進して，２２時には宍粟市を中心とし
た弱い降雨域に縮小している。このように，１９時
から２１時までの短時間に佐用町を中心にきわめて
局地的な集中豪雨に見舞われており，日降水量も
佐用町全域が３００mmを越える豪雨域とほぼ一致
していることがわかる。
　つぎに，佐用・一宮アメダスで観測された２００９
年８月９日の１０分間降水量と佐用については１時
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図５　兵庫県，岡山県，鳥取県および四国地方における２００９年８月９日の日降水量（mm）の分布
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図６　佐用町および周辺地域における２００９年８月９日１８時～２２時の１時間降水量（mm）と日降水量の分布図
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間降水量，１９７６年９月に佐用で観測された洪水災
害時の降水量の推移を図７に示した。佐用（アメ
ダス）で観測された１０分間降水量の推移をみると，
２００９年８月９日の未明から小雨が断続的に降り，
午前中にはまとまった２つの降雨ピークが認めら
れている。正午過ぎには一旦は小康状態になった
が，１５時前後に小規模な降水ピークが認められて
いる。１８時前後には再び小康状態になったが，１９
時前から２２時にかけて雨量強度が徐々に上昇し１０
分間降水量１０～１５mmの猛烈な雨を観測し，　３時
間降水量が１８６． ５ mm（記録的短時間豪雨）となっ
た。とくに，佐用では９日２１時１７分までの１時間
に８９．０ mm，宍粟市（一宮）では２３時３８分までの
１時間に７８．０ mmの１時間最大降水量を観測する
など，局地的な集中豪雨に見舞われた。
　前述したように，神戸海洋気象台では９日１８時
からの２４時間降水量を１５０mmと予想していたが，
作用町（アメダス）ではわずか６時間で２１４mm
に達し，予報をはるかに超える集中豪雨に見舞わ
れていたことが明らかになった。
　２００９年８月９日～１０日に観測された佐用アメダ

スの１時間降水量および佐用水位観測所（兵庫県所
管）水位の推移を図８に示した。神戸海洋気象台で
は大雨・洪水注意報を１１時５０分に発令し，１４時１５分
には警報に切り替えており，１８時前後の雨が小康
状態の後，１０分間の降水強度が増加している１９時
４５分に町役場では久崎地区に避難準備情報が，集
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図８　２００９年８月９日～１０日に観測され佐用ア
メダスの１時間降水量および佐用水位観
測所（兵庫県所管）水位の推移

図７　佐用・一宮アメダスで観測された２００９年８月９日の降水量と１９７６年９月に観測された
　　　洪水災害時の降水量の推移



自然災害科学 J. JSNDS 30 - 4（2012）

中豪雨に見舞われてほぼ降雨セルが通過し終わっ
た２１時１０分に佐用地区２０世帯（５０人）に避難勧告，
２０分に佐用地区全世帯（７， ２２１世帯，２０， ４５６人）に
避難勧告を発令している。佐用における水位が１９
時２． ７０m→「避難判断水位３． ００m」→２０時３． １７m
→氾濫危険水位３．８ m」→２１時４． ５８m→２２時５． ０１m
と急激に上昇し，堤防からの越流により外水氾濫
が生じた。佐用では，降水のピークが２１時前後に
対して最高水位は２２時で，約１時間のズレしか生
じていない。佐用地区の避難勧告が最高水位直前
の２１時１０～２０分であったことから，勧告の発令が
かなり遅かった可能性が示唆される。
　また，幕山川が合流する上月地区，佐用川が蛇
行する仁位・円光寺地区，佐用川が千種川に合流
する久崎地区などでも，越流や破堤により住家の
浸水被害が大規模で発生しており，浸水深は最大
２４０cmにも達している。

５．西播磨地方における過去の豪雨災害
との比較

　西播磨地方の千種川水系では，本豪雨に伴う洪
水災害の発生以前も，過去にも同様な洪水災害が
幾度となく発生している。兵庫県西播磨地方で発
生した豪雨（気象概略）と，それに伴い兵庫県で
発生した洪水・土砂災害の概要（１９６５年以降，兵
庫県内での死者発生または大規模住家被害のみを
抽出）を表１に示した。死者１０名以上の災害が，
１９６５年（３９名），１９７１年（２２名），１９７４年（１４名）， 
１９７６年（１９名）と，１９７０年代まで４回も発生して
いることがわかる。とくに，大規模な洪水災害と
しては，１９７６年９月の秋雨前線の停滞による長雨
に伴い発生した洪水災害が上げられる。その洪水
災害時の１時間降水量の推移および日降水量の前
歴を図７（右下）に示した。１９７６年の洪水災害は，
千種川下流の上郡・赤穂・相生を中心に４日間で
５２２mmに達する長雨型豪雨により発生した洪水
災害（佐用町においても死者５名）であり，今回
の千種川上流部に局地的かつ６時間という短時間
の集中豪雨型とは降り方が大きく異なっている。
　１９９０年代では，１９９０年９月に台風１９号が秋雨前
線を刺激して大雨をもたらし，兵庫県下でも死者

２人，床上・床下浸水が２万棟を超える大規模な
水害が発生している。最近の水害事例としては，
２００４年の台風２１号において，　９月２９日に鹿児島県
串木野市付近に上陸し，高知県宿毛市から四国地
方を横断して大阪市に再上陸し，北陸地方を通っ
て東北地方で温帯低気圧になったが，南九州，四
国，近畿地方（兵庫県・三重県など）の広い範囲
で２４時間雨量が２００mmを超える豪雨に見舞われ
ており，相生では最大２４時間降水量３３４mmを観
測している。佐用町では，人的被害は発生しな
かったが，全壊１棟・半壊１７９棟・一部損壊４９棟・
床上浸水１３０棟・床下浸水４２７棟の住家被害が発生
しており，県全体では床上浸水５４５棟・床下浸水 
９， ０５８棟など，大規模な洪水災害に見舞われてい
る。このように，近年は死者・行方不明者が発生
する大規模な洪水災害までには至ってはいない
が，１９７０年代までに発生した災害から見て，兵庫
県の西播磨地方は洪水災害の頻繁に発生している
地域であると言える。
　佐用アメダスにおける観測開始からの日降水量
および最大１時間降水量の順位（１９７６年～２０１０年）
を表２に示した。１９７６（昭和５１）年９月豪雨の日
降水量は１０日２２８mm，１１日１９４mmが２位・３位，
２００４年９月２９日の台風２１号による豪雨の１８７mm
が４位であり，本豪雨の３２６．５ mmはこれらの記
録を大きく上回っており，きわめて稀な降水現象
であったことがわかる。最大１時間降水量も２位
（５７mm） ～５位（５０mm）と本豪雨の８９．０ mmを
大きく下回っており，雨量強度も大きかったこと
が理解できる。このように，日降水量と最大１時
間降水量の順位からみても，本豪雨はきわめて稀
な降水現象であったことが伺える。

６．佐用町で発生した洪水災害の概要
　兵庫県における２００９年台風第９号による市町村
別被害（２００９年９月２５日１７時００分現在，兵庫県）
および佐用町における２００９年台風第９号による地
区別の住家被害（２００９年９月７日現在，佐用町）
を表３に示した。兵庫県内の死者・行方不明者は
２２人にも及び，大部分（２０人）が佐用町に集中し
ている。住家被害は全壊１６６棟，大規模半壊３０５棟，

４２９
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６５
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）
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水
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概
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８６
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０９
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０
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９４
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６２

２
，５
２７

９
，６
８３
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半壊６３８棟で損壊住家は１， ０００棟を超えている。ま
た，浸水被害も床上３３４棟，床下１， ４９４棟に達して
いる。これは，２００４年台風２３号による豪雨に伴い
但馬・淡路地方を中心に発生した洪水・土砂災害
（死者２６人，重傷者４３人，全壊７８３棟，半壊４， １４２
棟，床上浸水１， ７４５棟，床下浸水９， ０５８棟）の被害に
は及ばないものの，近年の播磨地方で発生した洪
水災害としては最大級の規模となっている。
　その中でも佐用町における洪水による被災状況

は，人的被害（死者・行方不明者２０人），住家被害
（全壊１３９棟，大規模半壊２６９棟，半壊４８３棟，床上
浸水１５６棟，床下浸水７４２棟）となっており，１９７６
年９月豪雨，２００４年台風２１号を上回る洪水災害で
あり，町内でも佐用地区の中心部および上月地区
の上月および久崎における被害がとくに甚大で
あった。
　兵庫県における２００９年台風第９号による市町村
別被害（平成２２年１月３１日現在，兵庫県）および

４３１

表２　佐用における過去の日降水量と最大１時間降水量の順位（１９７６年～２０１０年）

表３　兵庫県における２００９年台風第９号による市町村別被害（２０１０年１月３１日現在，兵庫県）および佐用町
における２００９年台風第９号による地区別の住家被害（２００９年１０月２２日１７時現在，佐用町）

１９７６年１２月～最大１時間降水量
順位

１９７６年１月～日降水量
順位

備考起日（mm）備考起日（mm）
台風９号２００９年８月９日８９．０１位台風９号２００９年８月９日３２６．５１位
台風１６号１９９９年９月１５日５７．０２位秋雨前線１９７６年９月１０日２２８．０２位
大気不安定２００４年８月１０日５５．０３位秋雨前線１９７６年９月１１日１９４．０３位
大気不安定１９９０年８月１７日５３．０４位台風２１号２００４年９月２９日１８７．０４位
台風１８号１９７８年９月１５日５０．０５位台風１９号１９９０年９月１８日１７６．０５位
台風２１号２００４年９月２９日４９．０６位台風１６号１９９９年９月１５日１２６．０６位
大気不安定２００４年８月８日４９．０７位梅雨前線１９９９年６月２９日１２４．０７位
大気不安定２０１０年９月４日４４．０８位台風１０号１９９８年１０月１７日１２３．０８位
梅雨前線１９９９年６月２９日４３．０９位梅雨前線１９９５年７月３日１１８．０９位

梅雨前線・台風４号２００７年７月１２日４２．０１０位梅雨前線１９８５年６月２５日１１７．０１０位

一部
損壊

床下
浸水

床上
浸水半壊大規模

半壊全壊軽傷重傷行方
不明死者市町名

  １多可町
  ３  １神河町
３５４ ６３ ９８ ２６ １８３宍粟市
 ７６ ４１ １７上郡町
７４２１５６４８３２６９１３９１２１８佐用町１）

７４２１５６４８０２６７１３８１２１８佐用町２）

５０５ ８３２７７ ８７ ３０　　佐　用
１８７ ５８１８９１７４１０７　　上　月
 ４４ １５ １３  ６  １　　南　光
  ６  １　　三日月

２ ６６  ２ １９ １豊岡市
 ３７ １０１養父市
２１２ ６１ ２１ １０  ９２ １朝来市
  ２丹波市
  １南あわじ市

２１， ４９４３３４６３８３０５１６６４３２２０合計
１） 兵庫県（２０１０年１月３１日現在）による佐用町全体の数値
２） 佐用町（２００９年１０月２２日１７時現在）による町内４地区の数値と総数
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佐用町における災害種別の被害額（平成２１年１２月
２４日現在，佐用町）を表４に示した。災害種別で
は，公共土木施設２７０億円，住宅１８５億円，農林水
産関係１３２億円など，被害総額６５３億円にも及んで
いる。佐用町では，商工業４２億円，公共土木施設
２０億円，農地・土地改良施設１５億円，治山関係１４
億円，農林水産業４億円など，被害総額９６億円に
達している。平成１９年度の歳出総額が１２５億円で
あることから，歳出の約８０％に相当するきわめて
甚大な被害総額であったことがわかる。

７．佐用町で発生した洪水災害の特徴
　ここでは，佐用町で発生した洪水災害の特徴
を，図２に示した６つの地区（平福，佐用，上月，
仁位，久崎，本郷）に分けて紹介する。

１）平福地区
　佐用町の北部に位置する平福地区は，昭和初期
までは姫路市と鳥取市を結ぶ因幡街道最大の宿場
町であったことから繁栄していた。写真１には，
地区のほぼ中心で街道に面した「たつ乃屋醤油本
店」における浸水深の状況を示した。１６９７（元禄
１０）年の創業以来，醤油をつくり続けている老舗
であり，裏には大きな杉桶が並ぶ蔵がある。本豪
雨による佐用川からの越流により，蔵は浸水した
が醤油樽は無事であったため製造の継続が可能で
あったが，商品等の浸水・流出により甚大な浸水
被害を受けた。佐用川沿いの土蔵の被害を写真２
に示した。赤茶色の土蔵と川屋敷が建ち並ぶ「川
端風景」は，しばしば時代劇のロケ地にもなって
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被害額 兵庫県
（億円）　　　　　災害種別
２７０．０公共土木施設
１８４．８住宅
１３１．８農林水産関係
２．６文教施設
０．８福祉関係施設
９．６廃棄物処理・し尿処理施設
４７．８商工関係
５．８鉄道関係
６５３．２合計

　注）平成２２年１月３１日現在

被害額佐用町
（千円）　　　　　災害種別

２，０４６，６１８公共土木施設
３９７，１１３農林水産業
２０４，５６３　農産物被害
１９２，５５０　農畜産業施設被害
１，５３４，０９３農地・土地改良施設被害
１，４１９，７５０治山関係被害
４，２３１，３００商工業被害
２９４，３８０　製造業
１，２９２，５２０　商業（卸・小売・飲食）
２，６４６，４００　その他の業種
９，６２８，８７４合計

　注）平成２１年１２月２４日現在

写真１　平福地区における浸水被害の状　　
　　    （佐用町平福，２００９年８月２９日撮影）

写真２　平福地区の作用川に面した土蔵群にお
ける洪水被害の状況

　　　　（佐用町平福，２００９年８月２９日撮影）

表４　兵庫県（平成２２年１月３１日現在）および
佐用町（平成２１年１２月２４日現在）におけ
る被害額
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いる有名な地区である。作用川の水位の上昇によ
り土蔵が浸水し，土壁の損傷が多数の蔵で見受け
られ，内部には浸水の爪痕が残っている。

２）佐用地区
　佐用川に江川川が合流する佐用地区は，地区の
中心部を佐用川が流下し，東西に出雲と大和を結
ぶ出雲街道，南北に吉備と因幡・但馬を結ぶ因幡
街道が交差する歴史的な交通の要衝であり，古く
から街道とともに宿場町として栄えてきた。２００４
年９月の台風２１号でも豪雨により佐用川が越水
し，町内は外水氾濫による浸水被害に見舞われて
おり，堤防の改修工事が着手されている。図９に
は佐用地区における浸水区域（水色で表示）およ
び筆者らが調査した浸水深（cm），写真３～７の
位置を番号で記載した。
　佐用地区の佐用大橋における欄干への流木の痕
跡（佐用町佐用，２００９年８月１１日撮影）を写真３
に示した。欄干には佐用川を流れ下ってきた大量
の流木が欄干の上部まで川を閉塞する形で埋め尽
くしており，両岸に河川水が越流して右岸では護
岸が損傷を受けていることがわかる。写真４に
は，佐用大橋の手前の左岸に隣接する商店の浸水
被害（佐用町佐用，２００９年８月１１日撮影）の状況
を示した。店舗では約１８０cmの浸水深に見舞われ
ており，これらの周辺地域でもほぼ同様の浸水深
に見舞われていることが浸水痕跡の調査で明らか
になった。
　佐用地区の商店街における洪水被害の状況（佐
用町佐用，２００９年８月１１日撮影）を写真５に示し
た。佐用大橋の左岸から因幡街道までの間は商店
街となっているが，佐用川から越流した泥流が商
店街を流下し，両側の店舗には洪水で運ばれた流
木や土砂が流入し，１５０cm前後の浸水被害に見舞
われている。佐用川左岸の因幡街道沿いに位置す
る佐用町役場の玄関前の浸水被害の状況を写真６
に示した。町役場も約１００cmの浸水被害に見舞わ
れており，役場としての防災機能を十分に果たす
には設置場所として不適と言わざるを得ない。役
場が面する因幡街道沿いの商店街も１００cm前後の
浸水被害に見舞われており，図９に示したように

４３３

写真５ 佐用地区の商店街における洪水被害の状況
（佐用町佐用，２００９年８月１１日撮影）

写真３　佐用地区の佐用大橋における欄干への
流木の痕跡

　　　　（佐用町佐用，２００９年８月１１日撮影）

写真４　佐用地区の佐用川沿いにおける洪水被
害の状況

　　　　（佐用町佐用，２００９年８月１１日撮影）
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佐用川左岸とJR姫新線で囲まれた全域（水色の範
囲）が水没した状況にあったことが浸水痕跡調査
で明らかになった。
　つぎに，佐用地区の佐用川右岸沿いに建てられ
た１階が駐車場の新築住宅（佐用町佐用，２００９年
８月１１日撮影）を写真７に示した。１階が駐車場
として建てられているため，浸水深は１６０cmで
あったが，居住部の２階は浸水の被害を免れてい
る。近隣には醤油製造会社が位置しているが，外
水氾濫により約１５０cmの浸水被害に見舞われてお
り，廃業に追い込まれている。
　佐用地区のJR姫新線の洪水被害の状況（佐用町
佐用，２００９年８月１１日撮影）を写真８に示した。
佐用川からの氾濫や土砂の流入，冠水等により，
姫新線の播磨新宮－佐用－美作江見間の約４１km
にわたり，線路の路盤（盛り土）や砕石（バラス
ト）を敷いた「道床」が流出し，レールが浮き上
がる被害，鉄橋の橋台を支える土砂の流出，踏切
や駅舎の損傷等が３０ヶ所以上も発生した。災害
発生時の８月９日から代替バスによる運行を実施
し，佐用 - 播磨新宮間の約２４kmは８月２１日に復
旧し，不通が続いていた佐用 - 美作江見間の約
１７kmは１０月５日に復旧した。

３）上月地区
　上月地区は，佐用地区から流下する佐用川と本
郷地区から流入する幕山川が合流する地点で，佐

用川の水位の上昇により幕山川の水が佐用川に流
入できなくなり，河川水が溢れ出して地区全体が
水没する被害に見舞われた。写真９の住家では
１７９cmの浸水深であり，　１階部分がほぼ水没する
甚大な被害に見舞われており（佐用町上月，２００９
年８月１１日撮影），周辺の住家も同様な甚大な被
害を受けている。

４）仁位地区
　仁位地区における家屋の浸水被害の状況（佐用
町仁位，２００９年８月１１日撮影）を写真１０に示した。
本地区は佐用川が蛇行する屈曲部に位置し，両岸
では河川水の越流により広域で農地や住宅地が水
没する浸水被害に見舞われた。写真１１に示したよ
うに，砂防ダムでは土砂流を防止している状況
（佐用町仁位，２００９年８月１１日撮影）が見られ，農
地への土砂流入を食い止める効果が確認された。

５）久崎地区
　久崎地区では，写真１２に示したように笹が岡橋
下流の佐用川左岸が約２００mにわたり決壊し（佐
用町久崎，２００９年８月１１日撮影），氾濫水が地区
内に流れ込んで，写真１３に示したように決壊した
堤防に隣接して建てられていた住家基礎が洗掘さ
れ，全壊の被害が生じている（佐用町久崎，２００９
年８月１１日撮影）。図１０に示した筆者らが地区内
で実施した千種川と佐用川が合流する地域におけ
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写真７ 佐用地区の佐用川沿いに建てられた１
階が駐車場の住宅

　　　　（佐用町佐用，２００９年８月１１日撮影）

写真６ 佐用地区の佐用町役場における浸水被
害の状況

　　　　（佐用町佐用，２００９年８月１１日撮影）
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図９　佐用地区における浸水区域（水色で表示）および浸水深（cm）

図１０　久崎地区における浸水区域（水色で表示）および浸水深（cm）
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写真１１ 見土路地区における砂防ダムによる土
砂流防止の状況

　　　　（佐用町見土路，２００９年８月１１日撮影）

写真１２ 久崎地区における佐用川左岸の破堤の状況
（佐用町久崎，２００９年８月１１日撮影）

写真１３ 久崎地区における破堤による住家基礎
の洗掘の状況

　　　　（佐用町久崎，２００９年８月１１日撮影）

写真１０ 仁位地区における住家の洪水被害の状況
（佐用町平瀬，２００９年８月１１日撮影）

写真８ 佐用地区のJR姫新線の洪水被害の状況
（佐用町佐用，２００９年８月１１日撮影）

写真９ 上月地区における住家の洪水被害の状況
（佐用町上月，２００９年８月１１日撮影）
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る現地調査結果では，ほぼすべての調査家屋で
１５０cm以上の浸水被害に見舞われており，最大浸
水深は２２０cmを記録している。写真１４に示したよ
うに，　１階部分がほぼ水没する甚大な被害が左岸
の堤防付近の住家では認められている。このこと
から，本地区では，かなりの数で全壊・大規模半
壊・半壊に見舞われているものと推察されるが，
表３に示した佐用町内の地区毎の住家被害では，
上月地区には浸水被害が甚大であった上月・久崎
地区が含まれ，両者を区別して公開されていない
ので，被害数の詳細は不明である。

６）本郷地区
　本郷地区は，東西に出雲と大和を結ぶ出雲街道
沿いに位置し，地区内を幕山川が街道と平行に東
に流下して上月地区で佐用川と合流する。本郷地
区における避難時に住民が流された現場（佐用町
本郷，２００９年８月１１日撮影）を写真１５と写真１６に
示した。本地区では，町営住宅の住民（３家族１０
名）が，指定避難所の本郷保育園までの約１００m
の避難路を移動している途中で，幕山川から溢れ
出て農業用水路が避難路地面から高さ８０cmまで
増水した濁流に飲み込まれ，押し流されて８名が
死亡し１名が行方不明となった。詳細について
は，牛山・片田（２０１０）に報告されているので，
こちらを参考にしていただきたい。

８．おわりに
　筆者らは，台風や熱帯低気圧の日本列島への接
近に伴って発生した局地的豪雨を対象に，１９９８年
８月の福島・栃木豪雨（山本ら，２００１a），１９９９年
８月の神奈川県丹沢豪雨（山本ら，２００１b），２０００
年９月の東海豪雨（Yamamoto and Iwaya，２００２），
２００６年８月の九州北部の唐津・伊万里豪雨（山本
ら，２００８）について，その気象的特徴を解析する
と伴に豪雨災害の現地調査を実施している。
　今回の台風９号の接近による局地的な集中豪雨
は，本報告からも明らかなように兵庫県西播磨地
方の佐用町を中心に５時間というきわめて短時間
に集中して降ることにより甚大な洪水災害が発生
しており，本地域では１９７６年の秋雨前線及び台風
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写真１４ 久崎地区における洪水被害の状況
　　　　（佐用町久崎，２００９年８月１１日撮影）

写真１５ 幕山地区における避難時に住民が泥流
に流された現場

　　　　（佐用町幕山，２００９年８月１１日撮影）

写真１６　幕山地区における避難時に住民が泥流
に流された現場

　　　　（佐用町幕山，２００９年８月１１日撮影）
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１７号以来の大規模な洪水災害となった。
　甚大な浸水被害に見舞われた佐用町の佐用・上
月地区は洪水ハザードマップでも浸水想定区域に
指定され，過去にも幾度となく水害に見舞われて
いる（佐用町，２００９，佐用町防災会議，２０１０）。山
崎ら（２０１１）は，梅雨前線豪雨により浸水被害に
見舞われた山口市平川・大歳地区の住民にアン
ケート調査を実施しており，防災情報の取得の不
徹底，避難のタイミングと自己判断，過去の水害
体験が生かされていない等の問題点を指摘してい
る。本水害後，約１年を過ぎて取り纏められた平
成２１年台風第９号災害検証報告書（兵庫県台風第
９号災害検証委員会，２０１０），台風第９号災害検
証報告書（佐用町台風第９号災害検証委員会，
２０１０）においても，これらの問題点が浮き彫りに
なっており，前者では「①自分の命は自分で守る，
②自助・共助を支える公助の推進，③河川整備に
係る住民へのアカウンタビリティ（説明責任）の
徹底」が提言されている。
　兵庫県では，本豪雨災害を教訓に，千種川流域
の河川情報を一元に管理する「水守（みずもり）：
みずから（自ら）水（みず）から守る」を構築し，
河川カメラ（２１ヶ所），水位観測所（８ヶ所），雨
量観測所（９ヶ所）をWeb上でPCと携帯電話で
閲覧できるシステムを公開している（兵庫県西播
磨県民局，２０１０）。このように，防災・減災に向け
たソフト面の整備は進んでおり，今後はこのよう
なシステムを平常時から活用することを心がけ，
災害が予測される際や突発災害時に活用できるこ
とを期待する。
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